
 

 

 

【生物（解答）】 

Ⅰ  

問１ ア－③,⑤  問２ イ－④  問３ ウ－①,⑤  問４ エ－③   

問５ オ－③  問６ カ－⑤  問７ キ－③  問８ ク－④,⑤   

問９ ケ－①   

 

Ⅱ  

問１ ア－⑥  問２ イ－①  ウ－⑤  エ－②  オ－④   

問３ カ－②  キ－④  ク－④   

問４ ケ－⑤  コ－⑤  サ－⑥  シ－⑤  ス－１  セ－３  ソ－２   

問５ タ－③   

 

Ⅲ   

問１ ア－０  イ－４  ウ－８   

問２ エ－④  問３ オ－②  問４ カ－①  問５ キ－③   

問６ ク－１  ケ－２  コ－３   

問７ サ－③  問８ シ－⑤  問９ ス－④  

問 10 セ－②  ソ－０  タ－７  チ－３   ツ－１ 

 

【生物（講評）】 

例年通り３題の出題だが,内容が大きく変化した。各大問のテーマがなくなり,小問集合

の形式であった。 

第１問は，単純な小問集合で,細胞小器官,タンパク質,細胞骨格,被子植物の受精,光受

容体,ヒトの卵形成,進化,免疫であった。 

第２問は，問１は生存曲線,問２はイモリの眼の誘導の連鎖,問３はホルモン,問４はカ

ルビン・ベンソン回路（計算あり）,問５は遺伝暗号の解読であった。 

第３問は，A は酸素解離曲線（計算あり）,Bは真核生物と原核生物の相違,C は分子系統

樹（計算あり）,Dは遺伝（計算あり）であった。最後の D の計算以外は基本的であった。 

実験考察がなく,昨年に比べて易化した。一次突破ラインは 85％程度。 


